様式第４号（教員個人に関する書類）

教育研究業績書
	　令和○年○月○○日
氏名　　○　○　○　○　　　

	担当授業科目に関する研究業績等
※「教育心理学」、「特別支援教育論」を中心として、「道徳教育指導法」、「教職入門」、「教職実践演習」等に関連する研究業績について、（著書）、（学術論文等）、（教育実践記録等）、（その他）の順で記載してください。

	担当授業
科目
	著書、学術論文等の名称
	単著共著
	発行
年月
	出版社又は発行雑誌等の名称
	執筆ページ数
(総ページ数)
	概　要
（共著の場合は全員の著者名を記載）
（共著及び執筆ページ数が抽出できない場合は執筆箇所を詳述）

	○○○○
（　　）
	（著書）
１．○○○○

（学術論文等）
１．△△△△







（教育実践記録等）
１．□□□□
	
単


共







単
	
平成○○年○月

平成○○年○月






平成○○年○月
	
○○○


△△△







□□□
	
○○


○○
(○○)






○○

	
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

【当該業績全体の概要】
△△△△△△△△△△△△△△△△
△△△△△△△△△△△△△△△。
【本人執筆部分の概要】
第◇章「◇◇」について執筆し、◇◇◇は◇◇◇であることを述べた。
著者：○田○夫、△山△成

□□□□□□□□□□□□□□。
□□□□□□□□□□□□□□。

	○○○○
（　　）
	（著書）
１．○○○○

（その他）
１．◇◇◇◇
	
単


共
	
平成○○年○月

令和○年○月

	
○○○


◇◇◇
	
○○


(抽出不可)
(○○)
	
（再掲のため、略）


【当該業績全体の概要】
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇。
【本人の果たした役割】
◇◇◇◇
著者：○田○夫、△川△介（計○名）

	教育上の能力に関する事項
※特記事項がない場合は「特記事項なし」と記載してください。

	事項
	年　月
	概要

	（教育方法の実践例、作成した教科書・教材、教育上の能力に関する大学等の評価、実務の経験を有する者についての特記事項等）

１．○○○○○


２．△△△△
	


令和２年７月


令和４年10月
	


○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△。

	職務上の実績に関する事項
※各項目について特記事項がない場合は「特記事項なし」と記載してください。

	事項
	年　月
	概要

	１　資格，免許

	

	


	２　学校現場等での実務経験

	

	


	３　実務の経験を有する者についての特記事項
	

	


	４　その他
	
	



※この教育研究業績書は、文部科学省の教職課程認定申請様式を一部改変したものです。各項目の記入にあたっては、文部科学省『教職課程認定申請の手引き（令和9年度開設用＜本体＞）』74～81ページの記入要領を参考にしてください。
https://www.mext.go.jp/content/20260210-mxt_kyoikujinzai01000003171_00.pdf
※様式の枠は、自由に広げてご記入ください。ページ数の制限はありません。
※過去10年より前の研究業績についてもご記入ください。

